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化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（昭和48年法律第117号）（抄） 
 
（定義等） 
第二条 
２ この法律において「第一種特定化学物質」とは、次の各号のいずれかに該当する化学物質で政令で定
めるものをいう。 
一 イ及びロに該当するものであること。 
イ 自然的作用による化学的変化を生じにくいものであり、かつ、生物の体内に蓄積されやすいも
のであること。 

ロ 次のいずれかに該当するものであること。 
（１）継続的に摂取される場合には、人の健康を損なうおそれがあるものであること。 
（２）継続的に摂取される場合には、高次捕食動物（生活環境動植物（その生息又は生育に支障を生
ずる場合には、人の生活環境の保全上支障を生ずるおそれがある動植物をいう。以下同じ。）に該
当する動物のうち、食物連鎖を通じてイに該当する化学物質を最もその体内に蓄積しやすい状況
にあるものをいう。以下同じ。）の生息又は生育に支障を及ぼすおそれがあるものであること。 

二 当該化学物質が自然的作用による化学的変化を生じやすいものである場合には、自然的作用によ
る化学的変化により生成する化学物質（元素を含む。）が前号イ及びロに該当するものであること。 

 
第十八条 前条第一項の許可を受けた者でなければ、第一種特定化学物質を製造してはならない。ただ

し、試験研究のため第一種特定化学物質を製造するときは、この限りでない。 
 

（製品の輸入の制限） 
第二十四条 何人も、政令で定める製品で第一種特定化学物質が使用されているもの（以下「第一種特定

化学物質使用製品」という。）を輸入してはならない。 
 
（他の法令との関係） 
第五十五条 次の各号に掲げる物である化学物質については第三条、第七条第一項、第八条第一項（同条

第二項において準用する場合を含む。）、第八条の二、第九条第一項、第十条第一項及び第二項、第十
二条、第十三条第一項、第十四条第一項、第十六条、第十七条第一項、第十八条、第二十二条第一項、
第二十五条、第二十六条第一項、第二十八条第二項、第二十九条第一項、第三十四条第一項及び第三
項、第三十五条第一項、第三十六条第一項、第三十七条第一項、第三十八条、第三十九条、第四十一
条第一項（同条第二項において準用する場合を含む。）及び第三項並びに第四十二条の規定を、第一
種特定化学物質が使用されている次の各号に掲げる物については第二十四条第一項、第二十八条第
二項、第二十九条第一項及び第三十四条の規定を、第二種特定化学物質が使用されている次の各号
に掲げる物については第三十五条第一項、第三十六条第一項、第三十七条第一項、第三十九条及び第
四十二条の規定を、次の各号に掲げる物の原材料としての化学物質の使用については第八条の二、
第十二条、第十六条、第二十五条、第二十六条第一項、第二十八条第二項、第二十九条第一項、第三
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十四条第三項、第三十六条第一項、第三十七条第一項、第三十八条、第三十九条及び第四十二条の規
定を適用せず、当該各号に掲げる法律の定めるところによる。 
一 食品衛生法（昭和二十二年法律第二百三十三号）第四条第一項に規定する食品、同条第二項に規

定する添加物、同条第五項に規定する容器包装、同法第六十八条第一項に規定するおもちや及び
同条第二項に規定する洗浄剤 

 
 
 
化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律施行令（昭和49年政令202号）（抄） 
 
（第一種特定化学物質） 
第一条 化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（以下「法」という。）第二条第二項の第一種特

定化学物質は、次に掲げる化学物質とする。 
一 ポリ塩化ビフェニル 
二 ポリ塩化ナフタレン（塩素数が二以上のものに限る。） 
三 ヘキサクロロベンゼン 
四 一・二・三・四・十・十―ヘキサクロロ―一・四・四ａ・五・八・八ａ―ヘキサヒドロ―エキソ―一・

四―エンド―五・八―ジメタノナフタレン（別名アルドリン。第七条の表三の項において「アルドリ
ン」という。） 

五 一・二・三・四・十・十―ヘキサクロロ―六・七―エポキシ―一・四・四ａ・五・六・七・八・八ａ
―オクタヒドロ―エキソ―一・四―エンド―五・八―ジメタノナフタレン（別名ディルドリン。第七
条の表四の項において「ディルドリン」という。） 

六 一・二・三・四・十・十―ヘキサクロロ―六・七―エポキシ―一・四・四ａ・五・六・七・八・八ａ
―オクタヒドロ―エンド―一・四―エンド―五・八―ジメタノナフタレン（別名エンドリン） 

七 一・一・一―トリクロロ―二・二―ビス（四―クロロフェニル）エタン（別名ＤＤＴ。第七条の表三
の項において「ＤＤＴ」という。） 

八 一・二・四・五・六・七・八・八―オクタクロロ―二・三・三ａ・四・七・七ａ―ヘキサヒドロ―四・
七―メタノ―一Ｈ―インデン、一・四・五・六・七・八・八―ヘプタクロロ―三ａ・四・七・七ａ―
テトラヒドロ―四・七―メタノ―一Ｈ―インデン及びこれらの類縁化合物の混合物（別名クロルデ
ン又はヘプタクロル。第七条の表五の項において「クロルデン類」という。） 

九 ビス（トリブチルスズ）＝オキシド 
十 Ｎ・Ｎ′―ジトリル―パラ―フェニレンジアミン、Ｎ―トリル―Ｎ′―キシリル―パラ―フェニレ

ンジアミン又はＮ・Ｎ′―ジキシリル―パラ―フェニレンジアミン 
十一 二・四・六―トリ―ターシャリ―ブチルフェノール 
十二 ポリクロロ―二・二―ジメチル―三―メチリデンビシクロ［二・二・一］ヘプタン（別名トキサフ

ェン） 
十三 ドデカクロロペンタシクロ［五・三・〇・〇二・六・〇三・九・〇四・八］デカン（別名マイレッ

クス。第七条の表九の項において「マイレックス」という。） 
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十四 二・二・二―トリクロロ―一―（二―クロロフェニル）―一―（四―クロロフェニル）エタノール
又は二・二・二―トリクロロ―一・一―ビス（四―クロロフェニル）エタノール（別名ケルセン又は
ジコホル） 

十五 ヘキサクロロブタ―一・三―ジエン 
十六 二―（二Ｈ―一・二・三―ベンゾトリアゾール―二―イル）―四・六―ジ―ターシャリ―ブチルフ

ェノール 
十七 ペルフルオロ（オクタン―一―スルホン酸）（別名ＰＦＯＳ。以下「ＰＦＯＳ」という。）又はその

塩 
十八 ペルフルオロ（オクタン―一―スルホニル）＝フルオリド（別名ＰＦＯＳＦ） 
十九 ペンタクロロベンゼン 
二十 ｒ―一・ｃ―二・ｔ―三・ｃ―四・ｔ―五・ｔ―六―ヘキサクロロシクロヘキサン（別名アルファ

―ヘキサクロロシクロヘキサン） 
二十一 ｒ―一・ｔ―二・ｃ―三・ｔ―四・ｃ―五・ｔ―六―ヘキサクロロシクロヘキサン（別名ベータ

―ヘキサクロロシクロヘキサン） 
二十二 ｒ―一・ｃ―二・ｔ―三・ｃ―四・ｃ―五・ｔ―六―ヘキサクロロシクロヘキサン（別名ガンマ

―ヘキサクロロシクロヘキサン） 
二十三 デカクロロペンタシクロ［五・三・〇・〇二・六・〇三・九・〇四・八］デカン―五―オン（別

名クロルデコン） 
二十四 ヘキサブロモビフェニル 
二十五 テトラブロモ（フェノキシベンゼン）（別名テトラブロモジフェニルエーテル。第七条の表十二

の項において「テトラブロモジフェニルエーテル」という。） 
二十六 ペンタブロモ（フェノキシベンゼン）（別名ペンタブロモジフェニルエーテル。第七条の表十三

の項において「ペンタブロモジフェニルエーテル」という。） 
二十七 ヘキサブロモ（フェノキシベンゼン）（別名ヘキサブロモジフェニルエーテル） 
二十八 ヘプタブロモ（フェノキシベンゼン）（別名ヘプタブロモジフェニルエーテル） 
二十九 六・七・八・九・十・十―ヘキサクロロ―一・五・五ａ・六・九・九ａ―ヘキサヒドロ―六・九

―メタノ―二・四・三―ベンゾジオキサチエピン＝三―オキシド（別名エンドスルファン又はベンゾ
エピン） 

三十 ヘキサブロモシクロドデカン 
三十一 ペンタクロロフェノール又はその塩若しくはエステル 
三十二 ポリ塩化直鎖パラフィン（炭素数が十から十三までのものであつて、塩素の含有量が全重量の

四十八パーセントを超えるものに限る。） 
三十三 一・一′―オキシビス（二・三・四・五・六―ペンタブロモベンゼン）（別名デカブロモジフェ

ニルエーテル。第七条の表十七の項において「デカブロモジフェニルエーテル」という。） 
三十四 ペルフルオロオクタン酸（別名ＰＦＯＡ）若しくはペルフルオロアルカン酸（構造が分枝であつ

て、炭素数が八のものに限る。次号ハにおいて同じ。）又はこれらの塩（以下「ＰＦＯＡ若しくはそ
の異性体又はこれらの塩」という。） 

三十五 ペルフルオロ（ヘキサン―一―スルホン酸）（別名ＰＦＨｘＳ）若しくはペルフルオロ（アルカ
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ンスルホン酸）（構造が分枝であつて、炭素数が六のものに限る。）又はこれらの塩（以下「ＰＦＨｘ
Ｓ若しくはその異性体又はこれらの塩」という。） 

 
（第一種特定化学物質が使用されている場合に輸入することができない製品） 

第七条 法第二十四条第一項の政令で定める製品は、次の表の上欄に掲げる第一種特定化学物質ごとに
それぞれ同表の下欄に掲げる製品（日本国内において生産される同種の製品により代替することが困
難であり、かつ、その用途からみて輸入することが特に必要なものとして経済産業大臣が指定するも
のを除く。）とする。 

第 一 種 特 定 化 学 物 質  製 品  

一  ポ リ 塩 化 ビ フ ェ ニ ル  一  潤 滑 油 ︑ 切 削 油 及 び 作 動 油  
二  接 着 剤 ︵ 動 植 物 系 の も の を 除 く ︒ ︶ ︑ パ テ 及 び 閉 そ く 用 又 は シ

ー リ ン グ 用 の 充 填 料  

三  塗 料 ︵ 水 系 塗 料 を 除 く ︒ ︶ ︑ 印 刷 用 イ ン キ 及 び 感 圧 複 写 紙  

四  液 体 を 熱 媒 体 と す る 加 熱 用 又 は 冷 却 用 の 機 器  

五  油 入 変 圧 器 並 び に 紙 コ ン デ ン サ ー ︑ 油 入 コ ン デ ン サ ー 及 び 有 機

皮 膜 コ ン デ ン サ ー  

六  エ ア コ ン デ ィ シ ョ ナ ー ︑ テ レ ビ ジ ョ ン 受 信 機 及 び 電 子 レ ン ジ  

二  ポ リ 塩 化 ナ フ タ レ ン ︵ 塩 素

数 が 二 以 上 の も の に 限 る ︒ ︶  

一  潤 滑 油 及 び 切 削 油  

二  木 材 用 の 防 腐 剤 ︑ 防 虫 剤 及 び か び 防 止 剤  

三  塗 料 ︵ 防 腐 用 ︑ 防 虫 用 又 は か び 防 止 用 の も の に 限 る ︒ ︶  

三  ア ル ド リ ン 及 びDDT 一  木 材 用 の 防 腐 剤 ︑ 防 虫 剤 及 び か び 防 止 剤  

二  塗 料 ︵ 防 腐 用 ︑ 防 虫 用 又 は か び 防 止 用 の も の に 限 る ︒ ︶  

四  デ ィ ル ド リ ン  一  木 材 用 の 防 腐 剤 ︑ 防 虫 剤 及 び か び 防 止 剤  

二  塗 料 ︵ 防 腐 用 ︑ 防 虫 用 又 は か び 防 止 用 の も の に 限 る ︒ ︶  

三  羊 毛 ︵ 脂 付 き 羊 毛 を 除 く ︒ ︶  

五  ク ロ ル デ ン 類  一  木 材 用 の 防 腐 剤 及 び 防 虫 剤  

二  木 材 用 の 接 着 剤  

三  塗 料 ︵ 防 腐 用 又 は 防 虫 用 の も の に 限 る ︒ ︶  

四  防 腐 木 材 及 び 防 虫 木 材  

五  防 腐 合 板 及 び 防 虫 合 板  

六  ビ ス ︵ ト リ ブ チ ル ス ズ ︶ ＝

オ キ シ ド  

一  防 腐 剤 及 び か び 防 止 剤  

二  塗 料 ︵ 貝 類 ︑ 藻 類 そ の 他 の 水 中 の 生 物 の 付 着 防 止 用 の も の に 限

る ︒ ︶ 及 び 印 刷 用 イ ン キ  

三  漁 網  
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七  N ・N′― ジ ト リ ル― パ ラ―
フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ン ︑N― ト

リ ル―N′― キ シ リ ル― パ ラ

― フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ン 又 は

N ・N′― ジ キ シ リ ル― パ ラ―

フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ン  

一  ゴ ム 老 化 防 止 剤  

二  ス チ レ ン ブ タ ジ エ ン ゴ ム  

八  二 ・ 四 ・ 六― ト リ― タ ー シ

ャ リ― ブ チ ル フ ェ ノ ー ル  

一  酸 化 防 止 剤 そ の 他 の 調 製 添 加 剤 ︵ 潤 滑 油 用 又 は 燃 料 油 用 の も の

に 限 る ︒ ︶  

二  潤 滑 油  

九  マ イ レ ッ ク ス  木 材 用 の 防 虫 剤  

十  二― ︵ 二H― 一 ・ 二 ・ 三―

ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル― 二― イ

ル ︶― 四 ・ 六― ジ― タ ー シ ャ

リ― ブ チ ル フ ェ ノ ー ル  

一  化 粧 板  

二  接 着 剤 ︵ 動 植 物 系 の も の を 除 く ︒ ︶ ︑ パ テ 及 び 閉 そ く 用 又 は シ

ー リ ン グ 用 の 充 填 料  

三  塗 料 及 び 印 刷 用 イ ン キ  

四  ヘ ル メ ッ ト  

五  ラ ジ エ ー タ グ リ ル そ の 他 の 自 動 車 の 部 品 ︵ 金 属 製 の も の を 除

く ︒ ︶  

六  照 明 カ バ ー  

七  保 護 用 眼 鏡 の レ ン ズ 及 び 眼 鏡 の フ レ ー ム  

八  防 臭 剤  

九  ワ ッ ク ス  

十  サ ー フ ボ ー ド  

十 一  イ ン キ リ ボ ン  

十 二  印 画 紙  

十 三  ボ タ ン  

十 四  管 ︑ 浴 槽 そ の 他 の プ ラ ス チ ッ ク 製 品 ︵ 成 形 し た も の に 限

る ︒ ︶  
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十 一  PFOS 又 は そ の 塩  一  航 空 機 用 の 作 動 油  

二  糸 を 紡 ぐ た め に 使 用 す る 油 剤  

三  金 属 の 加 工 に 使 用 す る エ ッ チ ン グ 剤  

四  圧 電 フ ィ ル タ 又 は 半 導 体 の 製 造 に 使 用 す る エ ッ チ ン グ 剤  

五  メ ッ キ 用 の 表 面 処 理 剤 及 び そ の 調 製 添 加 剤  

六  半 導 体 の 製 造 に 使 用 す る 反 射 防 止 剤  

七  半 導 体 用 の レ ジ ス ト  

八  研 磨 剤  

九  消 火 器 ︑ 消 火 器 用 消 火 薬 剤 及 び 泡 消 火 薬 剤  
十  防 虫 剤 ︵ し ろ あ り 又 は あ り の 防 除 に 用 い ら れ る も の に 限 る ︒ ︶  

十 一  業 務 用 写 真 フ ィ ル ム  

十 二  印 画 紙  

十 二  テ ト ラ ブ ロ モ ジ フ ェ ニ ル

エ ー テ ル  

一  塗 料  

二  接 着 剤  

十 三  ペ ン タ ブ ロ モ ジ フ ェ ニ ル

エ ー テ ル  

一  塗 料  

二  接 着 剤  

十 四  ヘ キ サ ブ ロ モ シ ク ロ ド デ

カ ン  

一  防 炎 性 能 を 与 え る た め の 処 理 を し た 生 地  

二  生 地 に 防 炎 性 能 を 与 え る た め の 調 製 添 加 剤  

三  発 泡 ポ リ ス チ レ ン ビ ー ズ  

四  防 炎 性 能 を 与 え る た め の 処 理 を し た カ ー テ ン  

十 五  ペ ン タ ク ロ ロ フ ェ ノ ー ル

又 は そ の 塩 若 し く は エ ス テ ル  

一  木 材 用 の 防 腐 剤 ︑ 防 虫 剤 及 び か び 防 止 剤  

二  防 腐 木 材 ︑ 防 虫 木 材 及 び か び 防 止 木 材  

三  防 腐 合 板 ︑ 防 虫 合 板 及 び か び 防 止 合 板  

四  に か わ  

十 六  ポ リ 塩 化 直 鎖 パ ラ フ ィ ン

︵ 炭 素 数 が 十 か ら 十 三 ま で の

も の で あ つ て ︑ 塩 素 の 含 有 量

が 全 重 量 の 四 十 八 パ ー セ ン ト

を 超 え る も の に 限 る ︒ ︶  

一  潤 滑 油 ︑ 切 削 油 及 び 作 動 油  

二  生 地 に 防 炎 性 能 を 与 え る た め の 調 製 添 加 剤  

三  樹 脂 用 又 は ゴ ム 用 の 可 塑 剤  

四  塗 料 ︵ 防 水 性 か つ 難 燃 性 の も の に 限 る ︒ ︶  

五  接 着 剤 及 び シ ー リ ン グ 用 の 充 填 料  

六  皮 革 用 の 加 脂 剤  

十 七  デ カ ブ ロ モ ジ フ ェ ニ ル エ

ー テ ル  

一  防 炎 性 能 を 与 え る た め の 処 理 を し た 生 地  

二  生 地 ︑ 樹 脂 又 は ゴ ム に 防 炎 性 能 を 与 え る た め の 調 製 添 加 剤  

三  接 着 剤 及 び シ ー リ ン グ 用 の 充 填 料  

四  防 炎 性 能 を 与 え る た め の 処 理 を し た 床 敷 物  

五  防 炎 性 能 を 与 え る た め の 処 理 を し た カ ー テ ン  

六  防 炎 性 能 を 与 え る た め の 処 理 を し た 旗 及 び の ぼ り  
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十 八  PFOA 又 は そ の 塩  一  耐 水 性 能 又 は 耐 油 性 能 を 与 え る た め の 処 理 を し た 紙  

二  は つ 水 性 能 又 は は つ 油 性 能 を 与 え る た め の 処 理 を し た 生 地  

三  洗 浄 剤  

四  半 導 体 の 製 造 に 使 用 す る 反 射 防 止 剤  

五  塗 料 及 び ワ ニ ス  

六  は つ 水 剤 及 び は つ 油 剤  

七  接 着 剤 及 び シ ー リ ン グ 用 の 充 填 料  

八  消 火 器 ︑ 消 火 器 用 消 火 薬 剤 及 び 泡 消 火 薬 剤  

九  ト ナ ー  
十  は つ 水 性 能 又 は は つ 油 性 能 を 与 え る た め の 処 理 を し た 衣 服  

十 一  は つ 水 性 能 又 は は つ 油 性 能 を 与 え る た め の 処 理 を し た 床 敷 物  

十 二  床 用 ワ ッ ク ス  

十 三  業 務 用 写 真 フ ィ ル ム  

十 九  PFHxS 若 し く は そ の 異 性

体 又 は こ れ ら の 塩  

一  は つ 水 性 能 又 は は つ 油 性 能 を 与 え る た め の 処 理 を し た 生 地  

二  金 属 の 加 工 に 使 用 す る エ ッ チ ン グ 剤  

三  半 導 体 の 製 造 に 使 用 す る エ ッ チ ン グ 剤  

四  メ ッ キ 用 の 表 面 処 理 剤 及 び そ の 調 製 添 加 剤  

五  半 導 体 の 製 造 に 使 用 す る 反 射 防 止 剤  

六  半 導 体 用 の レ ジ ス ト  

七  は つ 水 剤 ︑ は つ 油 剤 及 び 繊 維 保 護 剤  

八  消 火 器 ︑ 消 火 器 用 消 火 薬 剤 及 び 泡 消 火 薬 剤  

九  は つ 水 性 能 又 は は つ 油 性 能 を 与 え る た め の 処 理 を し た 衣 服  

十  は つ 水 性 能 又 は は つ 油 性 能 を 与 え る た め の 処 理 を し た 床 敷 物  
 
 
 
食品衛生法（昭和22年法律第233号）（抄） 
 
第十八条 内閣総理大臣は、公衆衛生の見地から、食品衛生基準審議会の意見を聴いて、販売の用に供
し、若しくは営業上使用する器具若しくは容器包装若しくはこれらの原材料につき規格を定め、又は
これらの製造方法につき基準を定めることができる。 

② 前項の規定により規格又は基準が定められたときは、その規格に合わない器具若しくは容器包装を
販売し、販売の用に供するために製造し、若しくは輸入し、若しくは営業上使用し、その規格に合わ
ない原材料を使用し、又はその基準に合わない方法により器具若しくは容器包装を製造してはならな
い。 

③ 器具又は容器包装には、成分の食品への溶出又は浸出による公衆衛生に与える影響を考慮して政令
で定める材質の原材料であつて、これに含まれる物質（その物質が化学的に変化して生成した物質を
除く。）について、当該原材料を使用して製造される器具若しくは容器包装に含有されることが許容さ
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れる量又は当該原材料を使用して製造される器具若しくは容器包装から溶出し、若しくは浸出して食
品に混和することが許容される量が第一項の規格に定められていないものは、使用してはならない。
ただし、当該物質が人の健康を損なうおそれのない量として内閣総理大臣が食品衛生基準審議会の意
見を聴いて定める量を超えて溶出し、又は浸出して食品に混和するおそれがないように器具又は容器
包装が加工されている場合（当該物質が器具又は容器包装の食品に接触する部分に使用される場合を
除く。）については、この限りでない。 

 
 
 
食品衛生法施行令（昭和28年政令第229号）（抄） 
 
（法第十八条第三項の材質） 
第一条 食品衛生法（以下「法」という。）第十八条第三項の政令で定める材質は、合成樹脂とする。 
 


